






監査報告書 
2025年5月31日 

学校法人学びのさと自由が丘学園 

理事会　御中 

評議員会　御中 

監事　松本　郁夫 

監事　小塚　雅志 

監事　木村　優宏 

 

 　 私たちは、私立学校法第37条第3項及び学校法人学びのさと自由が丘学園寄附行為第16条

の規定に基づき、2024年度(2024年4月1日から2025年3月31日まで)の業務及び財産の状況並

びに理事の業務執行の状況について監査をいたしました。その結果について次のとおり報告いた

します。  

 

１ 監査の方法の概要  

　理事会及びその他の会議に出席して意見を述べるほか、現場の業務を視察して、理事及び職

員から業務の報告を聴取し、関係書類の閲覧等必要と認められる監査手続を実施して、業務執

行の妥当性を検討いたしました。 

また、会計監査人と連携を取り、月例監査に同席し、説明を受けて、帳簿並びに計算書類等につ

いて検討を加えました。 

監事会を開催し、情報の共有、意見交換に努めました。 

 

２ 監査の結果 

学校法人の業務に関する決定及び執行、並びに理事の業務執行はおおむね適切であり、計算

書類は会計帳簿の記載と合致し、法人の収支及び財産の状況を正しく示していると認めます。ま

た、学校法人の業務、財産または理事の業務執行に関し、不正の行為、または法令や寄附行為

に違反する重大な事実はないものと認めます。 

 但し、軽度の不備がありますので、指摘事項として2点、また、将来の学校運営と経営の課題を

監査意見として１点、別紙にて提示します。 

 

以上 

 

 

 



 

 

 

 

 

指摘事項（監査意見） 

 

１．備え付け書類について 

　「監査報告書（2023年度）」、「役員及び評議員に対する報酬等の支給の基準」については、

2025年5月9日現在で確認できませんでしたので、ご確認の上、対応をお願いします。 

２．ハラスメント規程について 

　「ハラスメント」についての一次相談窓口の掲示と周知は職員に行ったことを確認しました。規程

については「案」の共有にとどまっているようです。中断せずに理事間で相談の上、策定してくださ

い。策定後は職員への周知および備え付けの対応を行ってください。また、電磁的記録上で閲覧

できる状態にすることが望ましいと考えます。 

３．入学者の確保について 

 　入学者確保の2023年度の取り組みとして、児童募集の始まる少し前の時期から恵庭、千歳、

江別、札幌（一部）、栗山、由仁の幼保を理事が訪問し、園長等にまおいの説明をし、パンフレット

の保護者への配布および園内での配架を依頼したと確認しています。​

 　応募者数は、2023年度（2024年4月入学）が24名でした。2022年度（2023年4月入学）が25名

ですので、 取り組みを行った上で横ばいとなっています。 

 今後は、学齢児童数の減少が不可避であり、新入生の確保がより難しくなります。理事、評議員

においては、過去の取り組みを振り返り、入学者募集施策の立案と実施により深く関わり、質量共

に施策の充実をはかることが望まれます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　以上 


